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林

栄

良日

九

ワ
イ
マ
ル
共
和
政
第
一
期
に
お
け
る
民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
の
組
織
の
う
ち
、
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
に
劣
ら
ぬ
重
要
性
を
も
つ
の
は
D
H

V

（
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
〉
で
あ
る
。
こ
の
組
織
に
つ
い
て
は
本
稿
悼
の
五
で
グ
ェ
ル
ナ

1
・フ

p
y
チ
ュ
の
見
解
を
紹
介
し
た
が
、
そ

ハ叩）

れ
は
一
九
一
九
年
四
月
ま
で
の
外
面
的
な
動
き
の
ア
ク
ト
ラ
イ
シ
を
た
ど
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
D
H
V
の
理
論
武
装
が
こ
の
第
一

期
に
お
い
て
い
か
に
な
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
組
織
が
ド
イ
ツ
一
一
月
革
命
の
衝
撃
を
く
ぐ
り
ぬ
け

て
そ
の
右
翼
的
主
張
の
本
質
を
維
持
し
つ
つ
、
商
業
従
業
員
の
組
織
と
し
て
第
一
位
の
勢
力
を
確
保
し
え
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
に
答

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

西
ド
イ
ツ
の
イ

l
リ
ス
・
ハ

l
メ
ル
の
「
民
族
的
組
合
と
国
民
的
労
働
組
合
l
l
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
三
三
年
に
い
た
る
ド
イ
ツ
国
民
商

店
員
組
合
」
（
一
九
六
七
年
刊
）
が
一
九
一
八
年
、
一
九
年
、
二
一
年
、
三
二
ヰ
の
D
H
V
の
組
合
員
数
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
本
稿
悼
の
五
で

（山）

紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
は
D
H
V
だ
け
の
数
字
を
あ
げ
て
、

D
H
V
と
競
争
関
係
に
あ
る
他
の
組
織
と
の
対
比
は
紹
介
し
な
か
っ
た
。
イ
l
p

ス
・
ハ

l
メ
ル
が
一
九
三
一
｜
｜
三
二
年
に
発
行
さ
れ
た
「
国
際
労
働
組
合
制
度
辞
典
」
（

F
Z
B
E
Z
S戸
g
国

mwads－2
z
n
v
含
ω

の
042ユ
円
曲
。
何
回
民
宮
司
2
0ロ
臼
）
に
よ
る
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
組
合
員
数
の
対
比
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（小林）

七
五
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次
大
戦
前
後
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イ
ツ
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お
け
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「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
ハ
五
〉

（
小
林
〉

七
六

一
九
一
八
年

一
九
一
九
年

一
九
二
一
年

一
九
三
一
年

ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト

九
回
、

O
三
二

六
六
、

O
五

三
一
三
、

O
八一

ニ
O
三
、
四
八
九

G
d
A
 （
G
D
A）
 

三
O
O、
三
五
七

三
二
七
、
七
回
二

D
H
V
 

一
四
七
、
六
九
八

二
O
七
、
八

O
ニ

二
六
回
、
三
六
七

四
O
九、

O
二
二

こ
の
数
字
に
も
と
e

つ
い
て
イ
l
リ
ス
・
ハ

l
メ
ル
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
労
働
組
合
と
い
う
側
面
か
ら
み
る
と
リ
ー
ダ
ー
シ
V

プ
は
ワ
イ

マ
ル
共
和
政
の
初
期
に
は
ア

1
フ
ァ
・
プ
シ
ト
（
全
自
由
職
員
連
合
〉
ロ
m
O
B巳
5
円
出
・
氏
。
円
旨
Mmozo－－
Z
ロ
σロ
ロ
門
戸
）
に
ゐ
り
、
そ
の
宋

（
山
）

期
に
は
D
H
V
に
あ
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
y
プ
に
つ
い
て
は
確
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
比
較
は
正
確

ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
は
ワ
イ
マ
ル
期
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
を
比
較
検
討
す
る
と
き
、
社
会
主
義
的

で
な
い
。
本
稿
伺
の
六
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

労
働
組
合
、
キ
リ
ス
ト
教
的
民
族
的
労
働
組
合
、
自
由
主
義
的
民
族
的
労
働
組
合
の
三
陣
営
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
を
ま
た
プ
ル

1
・

カ
ラ
l
労
働
組
合
、
民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
組
合
、
公
務
員
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
組
合
の
三
部
門
に
分
け
て
い
る
o

そ
し
て
社
会
主
義
的
労

働
組
合
の
な
か
の
民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
組
合
の
上
部
組
織
た
る
ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
、
お
よ
び
自
由
主
義
的
民
族
的
労
働
組
合
の
な
か
の

民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
の
上
部
組
織
た
る
G
d
A
（G
D
A
と
も
書
か
れ
る
。
職
員
労
働
組
合
連
合

の叩ぎ問一円｝門的
n
H
H
R
P白
σロロ門田門目。吋

－

P
ロ
向
。
印
店

5
8）
に
対
応
す
る
も
の
は
、

キ
リ
ス
ト
教
的
民
族
的
労
働
組
合
に
お
い
て
は
民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
の
上
部
組
織
た
る

ド
イ
ツ
職
員
労
働
組
合
総
連
合
会

（
出
）

H
V
で
は
な
い
。
こ
の
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
の
対
応
の
さ
せ
方
が
正
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

D
H
V
は
単
一
組
合
で
あ
っ
て
上
部
組
織

。gmw目付〈ゆ吋ぴ釦口角田
U
2
g
n
H凶作吋－
p
p
m
a
z－－件。ロ・の
0
4
『ゆユ
a
n
v白片付。ロ

（のぬ門田
mwm）
で
あ
っ
て
、

D

で
は
な
い
か
ら
、
厳
密
な
意
味
で
D
H
V
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
と
で
は
な
く
、
ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
に
加
盟
し
て
い
る

商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
の
な
か
の
最
も
大
き
い
組
合
と
比
較
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
G
d
A
と
で
な
く
、

G
d
A
に
加
盟
し
て
い
る
商

業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
中
の
最
も
大
き
い
組
合
と
比
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
D
H
V
の
年
次
報
告
書
の
一
九
三

O
年
以
降
の
も
の
を
見
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
二
九
年
の
年
次
報
告
書
に
よ
っ
て
D
H



V
の
組
合
員
数
を
あ
げ
て
お
く
。

－
八
九
三
年

）
八
九
四
年

七
六

一
六
O

一
八
九
五
年

五
七

一
八
九
六
年

二
、
三
五
二

一
八
九
七
年

七
、
七
三
七

一
八
九
八
年

一
八
、
二
七
七

一
八
九
九
年

三
二
、

O
一四

一九
O
O年

四
O
、二

O
五

一
九
O
一
年

四
五
、
七
四
四

一九
O
二
年

四
六
、

一九
O
三
年

一九
O
四
年

五
O
、
二
一
六

五
六
二
二
六

一九
O
五
年

七
五
、
六
九
五

一九
O
六
年

一
九
O
七
年

一
九
O
八
年

九
O
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四
一
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一
O
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、
六
六
八
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三
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四
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二
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、
八
O
二

二
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O
、
四
六
九

二
六
回
、
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六
七

二
八
五
、
八
七
九

二
四
二
、
四
四
六

二
五
回
、

O
三
二

二
七
て
八
五
二

二
九
て
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八
六
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、
五
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、
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九
、
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七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

七
八

ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
に
加
盟
し
て
い
る
商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

i
組
合
の
な
か
で
最
も
大
き
い
組
合
と
い
え
ば
、

で
あ本
ろー稿
うi15同
o〕の

こ八
れで
は述
一－ "" 
/¥. Tこ

「
ド
イ
ツ
男
女
商
店
員
中
央
組
合
」
（

N
O
E
S－〈四円
E
ロ仏

az国
自
門
出
口
口
問
ω
尚
喜
正

g
ロ
ロ
色
。
各
戸
一
回
ロ
ロ

g）

九
七
年
の
創
立
で
本
部
は
D
H
V
と
同
じ
く
ハ
シ
プ
ル
グ
市
に
あ
る
。

が
、
ヮ
イ
マ
ル
期
の
組
合
員
数
は
わ
か
ら
な
い
。

m
g
Z
5
8）
の
組
合
員
数
は
、

名
、
合
計
一
九
九
、
四
五

O
名
で
あ
り
、

（山）

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
一
九
三
二
年
に
よ
る
と
、

（出）

名
）
と
な
っ
て
い
る
。
上
部
組
織
で
す
ら
こ
の
程
度
の
組
合
員
数
で
あ
る
の
に
、

D
H
V
は
単
一
組
合
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
下
イ
ツ
国
統

（山）

一
九
＝
二
年
末
に
お
い
て
四

O
九、

O
二
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
一
一
年
の
組
合
員
数
は
一
五
、
五

O
二
名
（
全
部
職
員
）
で
あ
る

こ
の
中
央
組
合
の
上
部
組
織
で
あ
る
「
職
員
中
央
連
合
」
（

N
O
E
S－〈
2げ
mE仏
仏

2
〉ロ・

一
九
三

O
年
の
年
次
報
告
に
よ
る
と
、
一
九
二
九
年
末
に
お
い
て
男
一

O
て
八

O
二
名
、
女
九
七
、
六
四
八

一
九
三

O
年
末
に
お
い
て
男
一

O
五、

O
一
O
名
、
女
一

O
五
、
三
七

O
名
、
合
計
二
－

o、
三
八

O
名

一
九
コ
二
年
末
に
お
い
て
男
女
合
計
二

O
三
、
四
八
九
名
（
う
ち
女
一

O
二、

O
O七

計
年
報
に
よ
る
と
、

一
九
三

O
年
末
に
お
い
て
四

O
四、

0
0九
名
、

G
d
A
に
加
盟
し
て
い
る
商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
の
な
か
で
最
も
大
き
い
も
の
と
い
え
ば
、

「
一
八
五
八
年
の
商
業
従
業
員
組
合
」

〈
白
色
口
同
位
吋
国
自
己
Z
D品川白｝向。自由目的
4
0
ロ
居
間
∞
で
あ
ろ
う
。
こ
の
組
合
は
本
稿
付
の
二
で
見
た
よ
う
に
、

一
九
一
一
年
の
組
合
員
数
は
D

と
き
に
一
一

O
、
三
六
七
名
（
う
ち
職
員
九
七
、
五
八

O
名）

（
一
九
一
二
年
の
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
で
は
一
三
、

O
三
二
名
｜
l
う
ち
職
員
一
一
回
、
一
一
七
名
）

（国）

で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た

H
V
が
一
二
二
、
一
二
六
名

一
九
一
九
年
一

O
月
一
白
に
G
d
A
が
結
成
さ
れ
た
と
き
、
上
記
の

ご
八
五
八
年
の
商
業
従
業
員
組
合
」
の
ほ
か
に
三
組
合
が
こ
れ
に
加
盟
し
た
。
「
ド
イ
ツ
商
店
員
組
合
」

戸ロロ問的問叩
F
F
H

片品山口

〈
mw円

σmHM門
田
島
市
三
印

nvoH
国

ωロ円四・

品
。
円
品
。
ロ
gnHHOロ
岡
山
口
出
。
ロ
け
巾

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
一
一
年
九
三
、
八
四
三
名
、
う
ち
職
員
八
七
、
九
一
九
名
）
、
「
ド
イ
ツ
商
人
組
合
」
〈
号
冊
目
ロ

一
九
一
一
年
一
八
、
六
六
七
名
、
う
ち
職
員
一
八
、
二

O
二
名
）
、
「
ド
イ
ツ
職
員
組
合
」

（
本
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、

U
2
H
Z
n
v
o円
〉
出
向
。
臼
Ho－－
HOロ
σロ
ロ
仏
（
本
部
マ
グ
デ
プ
ル
グ
）
で
あ
る
。
最
後
の
「
ド
イ
ツ
職
員
組
合
」
は
一
九
一
九
年
九
月
一
三
日
に
、

（

m）
 

「
ド
イ
ツ
民
間
職
員
組
合
」

u
g
g
nげ
2

3
・守巳・
ω
2
5
Zロ
・
〈
巾
吋
巾
山
口
（
本
部
マ
グ
デ
プ
ル
グ
、
一
九
一
一
年
二
九
、
七

O
八
名
、
う
ち
職
員

約
二
五
、

0
0
0）
と
「
ド
イ
ツ
鉱
山
・
工
場
職
員
組
合
」

U
g
z
n
v向
。

2σ
巾
ロ
・
ロ
ロ
門
田
司
与
ユ
E
u
g
g
Zロ・
J
1
0
吋
σω
ロ
門
戸
（
本
部
ボ

l
フ
ム
）



（

m）
 

と
の
合
併
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
一
八
五
八
年
の
商
業
従
業
員
組
合
」

の
組
合
員
数
は
、
一
九
二
四
年
｜
｜
二
五
年
の
ド
イ

ツ
国
統
計
年
報
に
よ
る
と
、
一
九
二

O
年
お
よ
び
一
二
年
末
に
お
い
て
一

O
八
二
四
六
名
（
う
ち
職
員
九
九
、
五
七

O
名
）
で
あ
っ
た
。
「
ド

イ
ツ
商
店
員
組
合
」
は
一
九
二

O
年
お
よ
び
一
二
年
末
に
お
い
て
一
二
二
、
二
二
七
名
（
う
ち
職
員
一
一
五
、
一

O
四
名
）
で
あ
る
。
「
ド
イ
ツ

（国）

商
人
組
合
」
は
同
じ
く
一
九
二

O
年
お
よ
び
一
二
年
末
に
お
い
て
三
九
、
八
七

O
名
（
全
部
職
員
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
、
組
合
員
数
の
わ
か
ら
な
い
年
次
が
多
い
け
れ
ど
も
、
D
H
V
が
商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
の
単
一
組
合
と
し
て
は
第
一
位
の
勢
力
を
も

っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

D
H
V
は
ワ
イ
マ
ル
共
和
政
第
一
期
に
お
い
て
、
ど
ん
な
理
論
闘
争
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

D
H
V
の
出
版
部
か
ら
一
九
一
九
年
七
月
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
ヴ
ァ
ル
グ
l
・
ラ
シ
パ
？
ハ
著
「
社
会
化
と
商
業
職
員
｜
｜
ひ
と
つ
の
研

究
」
は
「
文
化
政
策
的
、
民
族
政
策
的
時
事
問
題
」
と
題
す
る
パ
シ
フ
レ
？
ト
双
書
の
第
二
輯
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
一
一
月
革
命
か
ら
半
年
余

を
経
過
し
た
時
点
に
お
け
る
D
H
V
の
理
論
武
装
を
考
察
す
る
の
に
好
適
の
文
献
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
ラ
シ
パ
ッ
ハ
が
こ
の
時
期
に
D
H
V

の
組
織
の
い
か
な
る
地
位
に
つ
い
て
い
た
か
を
筆
者
は
ま
だ
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、

（
凶
〉

（
〈
巾
円
建
山
口
出
口
問
）
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
の

D
H
V
年
報
を
見
る
と
、

執
行
部

お
そ
ら
く
一
九
一
九
年
七
月
の
時
点
で
も
、
執
行
部
に
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ラ
ン
パ

y

ハ
に
よ
る
と
｜
｜
革
命
後
の
ド
イ
ツ
政
府
の
ト
y
プ
に
立
っ
て
い
る
エ

l
ベ
ル
ト
も
シ
ャ
イ
デ
マ
シ
も
、
社
会
民
主
党
の
エ
ル
フ

ル
ト
綱
領
を
信
奉
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
左
に
は
独
立
社
会
民
主
党
の
推
進
者
と
し
て
ハ

l
ゼ
と
そ
の
同
志
た
ち
が
い
る
が
、

か
れ
ら
も
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
を
早
急
に
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
極
左
に
は
徹
底
し
た
コ
ム
ニ
ス
ト
た
ち
が
い
て
、
こ
の
人
た
ち

の
立
場
か
ら
す
る
と
、
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
な
か
で
要
請
さ
れ
て
い
る
未
来
国
家
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
民
族

2
8

含

E白
n
v
o
〈
。
拝
）
の
徹
底
的
窮
之
化
で
さ
え
、
あ
ま
り
に
野
蛮
す
ぎ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
狂
信
的
な
扇
動
者
で
、

政
府
を
ま
す
ま
す
急
進
的
な
方
面
に
旋
回
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
は
統
制
経
済
（
N
4
4
山
口
問
的
看
守

zn町
民
片
）
を

意
味
す
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
公
務
員
は
統
制
経
済
の
信
奉
者
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
戦
時
中
ラ

l
テ
ナ
ワ
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
、

実
際
に
統
制
経
済
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
か
ら
戦
争
責
任
の
問
題
で
は
「
有
罪
」
（
臼
n
v巳
島
問
）
で
あ
り
、
今
で
は
も
は
や
従
来
の
考
え
方
か
ら

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
巡
動
（
五
）

（
小
林
）

七
九



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
〉

（
小
林
〉

八。

ぬ
け
だ
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
は
原
理
的
に
は
、

に
ひ
ろ
く
使
わ
れ
て
い
る
標
語
が
「
社
会
化
」

S
O
N
E－ぽ
U
Eロ
巴
で
あ
る
。

決
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
未
来
の
謎
を
解
こ
う
と
欲
し
、
未
来
の
形
成
に
参
加
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
、
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の

根
本
思
想
と
対
決
し
、
こ
の
綱
領
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
権
力
者
た
ち
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の

エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
弁
護
者
た
ち
と
全
く
異
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
全
グ
ル
ー
プ

ド
イ
ツ
の
商
業
職
員
の
未
来
も
ま
た
、
こ
の
標
語
に
よ
っ
て

重
要
な
部
分
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
生
産
手
段
の
私
的
所
有
は
、
以
前
に
は
生
産
者
に
自
分
の
生
産
物
の
所
有
を
確
保
さ
せ
る
手
段
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
農
民
、
手
工

業
者
、
小
手
工
業
者
を
収
奪
し
て
、
労
働
し
な
い
者
｜
｜
資
本
家
、
地
主
ー
ー
に
労
働
者
の
生
産
物
を
所
有
さ
せ
る
手
段
に
な
り
か
わ
っ
て

い
る
。
生
産
手
段
l
l
l
土
地
、
鉱
山
、
原
料
、
道
具
、
機
械
、
交
通
手
段
ー
ー
に
た
い
す
る
資
本
主
義
的
私
的
所
有
を
社
会
的
所
有
に
転
化

し
、
生
産
を
、
社
会
の
た
め
に
社
会
に
よ
っ
て
い
と
な
ま
れ
る
社
会
主
義
的
生
産
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
大
経
営
と
た

え
ず
増
大
し
て
ゆ
く
社
会
的
労
働
の
収
益
性
と
が
、
こ
れ
ま
で
搾
取
さ
れ
て
き
た
諸
階
級
に
と
っ
て
、
貧
困
と
抑
圧
と
の
源
泉
か
ら
、
最
高

の
福
祉
と
調
和
の
と
れ
た
全
面
的
改
善
と
の
源
泉
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

こ
れ
は
全
く
有
望
な
話
の
よ
う
に
き
こ
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
文
章
の
背
後
に
何
が
潜
ん
で
い
る
か
。
生
産
手
段
を
社
会
的
所
有
に
移

す
、
と
は
ど
ん
な
意
味
か
。
生
産
手
段
と
は
何
か
。
ラ

l
テ
ナ
ワ
も
社
会
民
主
党
も
、
生
産
は
人
聞
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
生
産
の
上
昇
に

は
、
す
く
な
く
と
も
理
論
上
は
最
高
の
限
界
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
想
定
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
機
械
が
ま
す
ま
す
新
し
く
な

れ
ば
品
物
も
ま
す
ま
す
大
量
に
つ
く
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
人
聞
は
発
明
と
組
織
化
と
の
才
能
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
毎
年

ひ
と
り
あ
た
り
の
生
産
量
を
ふ
や
し
て
ゆ
け
る
も
の
だ
と
、
か
れ
ら
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
は
物
ご
と
の
核
心
を
見
ぬ
い
て
は
い

な
い
。
経
済
活
動
の
形
式
が
す
ご
く
こ
み
い
っ
て
い
る
た
め
に
、
か
れ
ら
は
終
局
の
と
こ
ろ
ま
で
見
と
お
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の

な
ぜ
な
ら
、
ヵ
ル
ヴ
ァ

l
（
の
巳
司
ゆ
る
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
生
産
は
新
ら
し
い
原
生
産
物
（

5
5
ロ
召

g門吉
w
Z）
が
発

生
す
る
と
こ
ろ
で
し
か
お
こ
な
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
の
も
の
は
す
べ
て
、
こ
の
原
生
産
物
を
変
化
さ
せ
変
形
さ
せ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

だ。



ぬ
U

と
こ
ろ
で
、
原
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
の
は
、
人
間
で
は
な
く
て
自
然
で
あ
る
。
鉱
脈
、
炭
層
、
塩
堆
積
は
何
百
万
年
に
わ
た
る
自
然
の

生
成
活
動
の
結
果
と
し
て
、
地
球
の
胎
内
に
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
野
外
で
は
大
慈
悲
の
自
然
が
年
々
麓
々
、
畑
や
牧
草
地
、
森
や

池
、
河
や
海
で
新
ら
し
い
収
穫
を
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
生
長
さ
せ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
自
然
は
、
わ
れ
わ
れ
が
勤
勉
に
努
力
す
れ
ば
収
穫
を
ふ

や
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
生
産
者
だ
。
ゆ
え
に
（
た
と
え
単
に
理
論
的
の
み
に
も
せ
よ
）
収
穫
を
思
う
が
ま
ま
に

倍
増
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
手
中
に
あ
る
」
と
宣
言
す
る
権
利
を
、
自
然
は
決
し
て
わ
れ
わ
れ
に
譲
り
わ
た
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ

れ
に
で
き
る
こ
と
は
、
農
業
の
ば
あ
い
自
然
に
協
力
し
て
自
然
が
原
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
の
を
容
易
に
す
る
こ
と
、
限
り
な
い
労
苦
を
注
い

で
自
然
が
一

O
パ
l
セ
ジ
ト
あ
る
い
は
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
多
く
つ
く
り
だ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
自
然
の
力
の
作
用
が
生
み
だ

す
も
の
を
わ
れ
わ
れ
が
手
を
伸
ば
し
て
収
納
し
、
あ
る
い
は
鉱
山
で
掘
り
だ
す
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
が
「
た
え

ず
増
大
し
て
ゆ
く
社
会
的
労
働
の
収
益
性
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
す
く
な
く
と
も
誇
張
で
あ
り
、
否
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
誤
り
と
考
え
ざ

る
を
え
な
い
。
人
間
の
労
働
の
収
益
性
に
は
、
自
然
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
狭
い
限
界
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
エ
ル

フ
ル
ト
綱
領
は
「
生
産
手
段
」
な
る
も
の
を
い
か
に
理
解
し
て
い
る
か
。
原
生
産
物
を
獲
得
す
る
た
め
、
ま
た
原
生
産
物
を
未
製
品
・
半
製
品

－
完
成
品
に
変
え
る
た
め
に
役
だ
っ
一
切
の
も
の
を
「
生
産
手
段
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
エ
ル
フ
ル
ト
綱

領
は
「
土
地
、
鉱
山
、
原
料
、
道
具
、
機
械
、
交
通
手
段
」
と
列
挙
し
、

こ
の
よ
う
に
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
生
産
手
段
」

と
い
う
概

念
の
も
と
に
理
解
さ
る
べ
き
一
切
の
も
の
を
ス
ケ
ヅ
チ
風
に
示
唆
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
品
物
が
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
る
一
切
の
も
の
を
指
す
の
だ
。
主
婦
の
室
に
あ
る
ミ
シ
シ
も
、
会
計
係
が
朝
そ
れ
に
乗
っ
て
市
内
に
ゆ
く
自
転
車
も
生
産
手
段
で
あ
る
。

エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
は
一
語
一
語
よ
く
考
え
ぬ
い
て
書
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
が
私
的
所
有
に
場
を
ゆ
ず
る
よ
う

な
限
界
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
社
会
民
主
主
義
を
奉
ず
る
三
政
党
は
い
ず
れ
も
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
手
段
の
徹
底
的
な
社

会
化
を
目
標
と
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
は
「
社
会
化
」
と
は
何
か
。
現
在
、
「
社
会
化
」
と
「
固
有
化
」
（
〈

O
B
E
Eロa

nvEMm）
を
同
一
視
し
が
ち
で
あ
る
が
、
革
命
前
に
は
社
会
民
主
党
は
こ
の
同
一
視
に
つ
よ
く
反
対
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

｝＼ 



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

ハ
小
林
）

八．

か
れ
ら
に
よ
る
と
、
国
家
と
社
会
は
閉
じ
も
の
で
は
な
い
。
国
家
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の
手
中
に
鐙
ら
れ
た
道
具
と
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め

て
「
社
会
化
」
と
「
固
有
化
」
と
の
同
一
視
に
反
対
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
現
在
で
は
革
命
に
よ
っ
て
国
家
が
い
わ
ば
労
働
者
大
衆
の
手
中

に
あ
る
道
具
と
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
同
一
視
を
黙
認
し
て
い
る
が
、
事
情
が
変
わ
っ
て
労
働
者
の
勢
力
が
低
下
す
る
と
、
ふ
た
た
び
同
一
視
に

反
対
す
る
と
い
う
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
は
「
生
産
手
段
の
社
会
化
」
だ
け
で
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
「
商
品
生

産
を
、
社
会
の
た
め
に
社
会
に
よ
っ
て
い
と
な
ま
れ
る
社
会
主
義
的
生
産
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
利
潤
を

目
的
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
労
働
者
の
賃
金
は
、
労
働
に
よ
っ
て
生
ず
る
剰
余
価
値
に
正
確
に
対
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
資
本
家
」
は
収
益
を
得
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
は
一
八
九
一
年
エ
ル
フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
党
大
会
で

社
会
民
主
党
の
政
治
綱
領
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、

コ
ム
ニ
ス
ト
を
含
め
て

社
会
民
主
党
系
の
三
派
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
見
解
が
ち
が
う
だ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
エ
ル
フ
ル
ト

綱
領
は
私
的
所
有
を
廃
止
し
、
い
わ
ゆ
る
「
公
正
な
る
」
賃
金
に
よ
っ
て
資
本
形
成
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
う
な
る
と
商
人
は

質
問
す
る
。
「
い
っ
た
い
私
の
冒
険
（
当
ω宮
口
）
に
た
い
す
る
補
償
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
事
業
に
は
必
ず
危
険
が
と
も

な
う
も
の
で
す
が
、
そ
の
危
険
を
負
担
す
る
人
聞
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
」
と
。
お
よ
そ
冒
険
と
利
潤
は
、
つ
き
も
の
で
、
利
潤
の
可
能
性
の

と
こ
ろ
が
商
人
で
な
い
人
聞
は
、
五
年
前
か
ら
す

な
い
と
こ
ろ
に
は
冒
険
心
（
当
ω常
B
E）
も
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
商
人
は
知
っ
て
い
る
。

べ
て
の
人
び
と
が
そ
の
高
鳴
り
を
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
経
済
活
動
の
巨
大
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
と
ど
ろ
き
わ
た
る

と
き
に
、
冒
険
心
が
い
か
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
知
ら
な
い
。
公
務
員
精
神
、
官
僚
精
神
は
労
働
生
活
に
お
け
る
原
動
力

と
し
て
の
官
険
心
を
知
ら
な
い
の
だ
。
そ
し
て
戦
争
の
た
め
に
公
務
員
、
官
僚
が
経
済
問
題
の
権
力
ま
で
も
握
っ
た
。
ま
た
、
何
も
の
に
も
と

ら
わ
れ
ぬ
経
済
活
動
か
ら
五
年
間
も
遠
ざ
か
っ
て
い
た
た
め
に
、
わ
が
民
族
の
な
か
で
商
業
に
従
事
し
て
い
な
い
人
び
と
の
あ
い
だ
で
は
、
以

前
に
理
解
し
え
た
こ
と
の
想
い
出
さ
え
も
完
全
に
消
え
う
せ
た
よ
う
に
見
え
る
。
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
事
業
は
損
失
の
危
険
を
と
も
な
う
か
ら
、

冒
険
心
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
商
人
は
今
日
の
す
べ
て
の
ユ

l
ト
ピ
ス
ト
た
ち
に
く
り
か
え
し
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
う
の



（
出
〉

は
、
こ
の
根
本
的
真
理
こ
そ
、
か
れ
ら
の
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
か
れ
ら
が
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ラ
シ
パ
ッ
ハ
は
、
私
的
所
有
の
廃
止
と
資
本
形
成
の
阻
止
と
を
め
ざ
す
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
が
商
業
と
両
立
し
え
な
い
こ
と

を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
ラ
ン
バ
ッ
ハ
は
商
業
一
般
と
の
関
係
か
ら
論
を
進
め
て
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
と
商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
と
の
関
係
に
い

た
り
、
プ
ル

l
・
カ
ラ
ー
と
の
相
違
を
力
説
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
｜
｜
一
九
一
八
年
一
一
月
の
革
命
に
よ
っ
て
権
力
の
移
動
が
お
こ
っ

た
と
き
、
商
業
職
員
は
自
分
た
ち
の
一
履
一
主
の
権
力
も
制
限
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
を
見
て
、
ひ
そ
か
な
喜
び
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
幾
十

年
に
わ
た
っ
て
か
れ
ら
は
一
雇
一
主
と
闘
争
し
、
き
わ
め
て
僅
か
な
社
会
政
策
的
進
歩
さ
え
も
粘
り
づ
よ
い
苦
闘
の
の
ち
よ
う
や
く
雇
主
か
ら
も
ぎ

と
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
一
履
主
の
権
力
が
つ
い
に
う
ち
く
だ
か
れ
る
と
い
う
の
で
、
か
れ
ら
は
ホ
y
と
し
た
感
じ
を
い
だ
い
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
商
業
職
員
が
感
じ
た
の
は
喜
び
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
企
業
家
た
ち
が
う
し
な
っ
た
権
力
は
職
員
（
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

－
門
出
。
〉
HMmaz
－－Z
ロ
）
の
手
に
で
は
な
く
、
労
働
者

（
プ
ル

l
・
カ
ラ

1
門
問
。
〉
同
σoFZgnHMMW片
付
）
の
手
に
移
っ
た
か
ら
で
為
る
。
職

員
は
た
だ
単
に
、
ひ
と
つ
の
従
属
か
ら
他
の
従
属
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
否
、
か
れ
ら
は
ひ
と
つ
の
抑
圧
的
従
属
か
ら
、
な
お
遥
か
に
抑

圧
度
の
つ
よ
い
従
属
へ
と
移
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
商
業
職
員
が
従
属
し
て
い
た
雇
主
た
ち
は
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
大
部
分
が
み
ず
か
ら
商

業
職
員
と
い
う
地
位
（

ω
gロ
円
四
）
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
の
地
位
に
と
も
な
う
心
配
や
苦
労
を
理
解
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
プ
ル

l
・
カ
ラ

l
の
労
働
者
は
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
と
し
て
の
ワ
ヌ
ボ
レ

（
HVH，
o
z
g
ユmHFonrgE）
を
も
っ
て
「
た
て
え
り
（
立

襟
）
カ
ラ

l
の
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
」
（
ω
z
v
w
g
m
g匂
吋

c
－Z
R円
。
与
を
軽
蔑
し
て
お
り
、
商
業
職
員
の
よ
う
な
頭
脳
労
働
者
（
同

0
1向
σ巴
宮
円
）

は
肉
体
労
働
者

（出回口円四国円
σ巴
S
H）
と
は
全
く
ち
が
っ
た
生
活
要
求
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
能
力
を
完
全
に
欠
い
で
い
る
。

＝巳

ベ
ル
ト
ー
シ
ャ
イ
デ
マ
シ
政
府
は
三
月
四
日
に
新
聞
を
通
じ
て
非
公
式
布
告

（宅
gnFNOHH冊目
）

を
流
し
た
。

こ
れ
は
「
社
会
化
法
」
に
有

利
な
世
論
を
つ
く
り
だ
す
、
不
ラ
イ
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
出
て
く
る
以
下
の
よ
う
な
文
章
は
、
経
済
学
、
心
理
学
あ
る
い
は
社
会
学
の
学

生
の
答
案
な
ら
落
第
必
至
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（小林）

八



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
〉

（
小
林
〉

八
四

「
経
済
体

2
R
耳
目
吋
冨
岳
民

Z
W
C円
切
叩
吋
）
は
単
に
再
編
成
（
ロ

2
2
m
m
E
E∞
店
ロ
）
さ
れ
、
全
体
の
利
益
の
た
め
に
変
化
さ
せ
ら
れ

る
だ
け
で
あ
る
。
工
場
そ
の
他
の
経
営
体
の
所
有
者
お
よ
び
共
存
者
の
主
導
権

2
U
H
E昨
日
丘
町
四
）
は
従
来
の
と
お
り
と
す
る
。
所
有
者

は
、
私
的
利
潤
が
も
は
や
決
定
的
な
も
の
で
な
く
全
体
に
交
付
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
、
内
的
に
環
境
変
化
に
順
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
（
ロ
ぽ
同
己

gσ
耳
目
出
σoロ
包

ny
ロ
5
・
E
∞
o
pロ
ニ
ロ
ロ
ゆ
吋
ロ

n
F
g
g
N
E
z
－－8
・
回
目
白
品
。
吋
胃
守
山

ZHMH10曽
邑
の
宮

B
四日弓

2
8
n
F
E
m
m州各自門田

2
5
4
Z
E・
ω
O
E
O百
円
目
。
円
の
ゆ
臼
曲
目
吾
叩
伊
丹

N
C
m
m
ω
Z
E
当日片品・）

こ
の
文
章
は
全
く
ナ
ン
セ
シ
ス
で
あ
る
。
経
済
体
は
い
わ
ば
有
機
体
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
育
成
は
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
「
編
成
」

（O
話
凶
巴
印
Z
2
5
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
固
有
の
生
長
法
則
に
し
た
が
っ
て
自
分
自
身
で
発
展
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
も
し

思
い
あ
が
っ
た
愚
か
者
た
ち
が
何
か
異
質
の
形
式
に
人
工
的
に
押
し
こ
も
う
と
す
れ
ば
、
干
か
ら
び
て
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
締
め
つ

け
ら
れ
た
経
済
体
の
な
か
で
「
工
場
そ
の
他
の
経
営
体
の
所
有
者
お
よ
び
共
有
者
の
主
導
権
」
が
ど
う
し
て
従
来
ど
お
り
に
保
持
さ
れ
う
る
の

私
的
利
潤
が
も
は
や
：
：
；
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。

か
、
全
く
わ
か
ら
な
い
。
最
も
ば
か
ば
か
し
い
の
は
、
「
所
有
者
は
、

こ
の
よ
う
な
要
請

が
い
つ
か
実
現
さ
れ
る
な
ど
と
信
じ
て
方
策
を
立
て
て
い
る
連
中
は
、
自
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
最
高
価
格
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の

を
決
定
し
て
私
的
利
潤
を
「
規
制
」
（

h
o
m
o
Z
J
し
よ
う
と
し
た
戦
時
措
置
が
い
か
に
経
済
を
荒
廃
さ
せ
た
か
を
、
か
れ
ら
は
全
く
気
づ
い

て
い
な
い
。
子
供
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
か
れ
ら
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
か
れ
ら
が
現
在
行
使
し
て
い
る
組
野
な
暴
力

の
も
つ
カ
を
愚
か
に
も
信
じ
こ
ん
で
い
る
た
め
に
、
生
活
の
現
実
を
見
る
自
由
な
展
望
を
う
し
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
私
的
利
潤
」
は

商
人
に
と
っ
て
自
分
の
全
労
働
の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
れ
が
絶
え
ず
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
損
失
の
危
険
に
た
い

す
る
補
償
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
か
れ
が
お
こ
な
う
全
労
働
に
た
い
す
る
賃
金
で
あ
り
、
何
び
と
の
心
に
も
ひ
そ
む
功
名
心
を

満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
か
れ
が
と
る
一
切
の
措
置
の
基
準
と
な
る
尺
度
で
も
あ
る
の
だ
。
医
師
に
と
っ
て
は
患
者
の
治

癒
で
自
分
の
と
っ
た
処
置
の
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
医
師
が
書
く
計
算
書
の
金
額
は
こ
の
証
明
と
全
く
無
関
係
で
あ

る
。
技
師
の
場
合
に
も
、
技
術
的
成
功
と
財
政
的
成
功
と
は
別
の
も
の
だ
。
し
か
し
、
商
人
に
と
っ
て
は
仕
事
の
成
功
と
財
政
的
成
功
と
は
ほ



と
ん
ど
常
に
同
じ
で
為
る
。

ゆ
え
に
、

り
こ
う
ぶ
っ
た
社
会
主
義
的
政
府
が
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
内
的
に
環
境
変
化
に
順
応
し
た
り
す
る

と
、
商
人
は
自
分
の
仕
事
の
評
価
の
た
め
の
尺
度
を
う
し
な
っ
て
、
商
人
た
る
こ
と
を
や
め
ざ
る
を
え
な
い
。
要
す
る
に
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
は

商
人
を
官
僚
的
な
物
資
分
配
者
に
格
下
げ
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
商
人
本
来
の
仕
事
を
経
済
生
活
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
う
な
る
と
経
済
は
死
滅
す
る
ほ
か
は
な
い
の
だ
。
経
済
が
死
滅
し
な
い
た
め
に
は
商
人
と
商
人
の
仕
事
を
、
民
族
生
活

2
8
〈
o

－zzσ
何
回
）

に
奉
仕
す
る
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
残
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
商
業
職
員
の
重
要
性
は
、

一
九
一
九
年
三
月
の
初
め
、
中
部
ド
イ

ツ
の
鉱
山
警
察
管
区
で
実
証
さ
れ
た
G

こ
の
と
き
、
プ
ル

l
・
カ
ラ

l
の
労
働
者
た
ち
は
ス
ト
を
お
こ
な
っ
て
車
を
止
め
て
し
ま
っ
た
心
そ
れ

に
た
い
す
る
防
衛
ス
ト
を
商
業
職
員
が
お
こ
な
っ
た
た
め
に
、
労
働
者
が
仕
事
を
再
開
し
よ
う
と
し
て
も
、
職
員
が
協
力
す
る
ま
で
は
再
開
で

き
な
か
っ
た
υ

三
月
二
一
日
に
は
り
ュ

l
ベ
ッ
グ
で
も
商
業
職
員
が
ス
ト
を
開
始
し
て
三
日
間
続
行
し
た
だ
け
で
、
企
業
家
も
プ
ル

l
・
カ
ラ

ー
の
人
た
ち
も
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
発
展
の
歴
史
は
、
プ
ル

l
・
カ
ラ
ー
も
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
も
被
雇
用
者
と
し
て
雇

主
に
対
立
す
る
と
い
う
点
で
共
通
の
利
害
を
も
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
利
害
の
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
た
め
に
、
プ
ル

l
・
カ
ラ
！
と
ホ
ワ
イ

ト
・
カ
ラ

1
、
労
働
者
と
職
員
と
を
包
括
す
る
一
大
組
織
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
労
働
者
だ
け
の
組

織
と
職
員
だ
け
の
組
織
と
を
結
ぶ
同
盟
は
必
要
で
あ
る
し
、
ま
た
実
際
に
存
在
し
て
い
る
が
、
両
組
織
の
完
全
な
融
合
は
、
職
員
の
利
益
を
決
定

的
に
主
強
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
か
え
っ
て
有
害
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
発
展
の
歴
史
は
、
同
じ

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
で
も
、
商
業
職
員
と
技
術
職
員
、
事
務
職
員
そ
の
他
の
職
業
グ
ル
ー
プ
と
の
あ
い
だ
に
は
利
害
の
ち
が
い
が
大
き
い
た
め
に
、

そ
れ
ら
を
包
括
す
る
単
一
組
織
に
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
充
分
に
代
弁
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
職
員
も
労
働
者
と
同
じ
く
、

職
業
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
別
の
組
織
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
v

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
職
業
グ
ル
ー
プ
別
の
組
織
が
連
合
組
織
を
つ

く
っ
て
共
通
の
問
題
に
対
処
し
、
力
づ
よ
く
団
結
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

D
H
V
は
商
業
職
員
組
織
の
な
か
の
最
大
の
組
織
と
し
て
、
社

会
民
主
党
の
計
画
し
て
い
る
社
会
化
に
反
対
す
る
υ

社
会
化
は
経
済
生
活
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
商
人
お
よ
び
商
業
職
員
の
敵

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（小林）

八
五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
〉

（
小
林
）

八
六

で
あ
る
。
商
人
の
仕
事
は
自
由
を
必
要
と
す
る
。

（
同
州
宮
崎
自
mw
ロ
ロ
包
吋
σ0伊丹

σ片山口
n
V片岡
4
5
F
O伊
丹
・
）
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
生
成
・
生
長

し
か
し
決
し
て
カ
ク
ッ
キ
ー
的
処
方
に
よ
る

町
宮
崎

gm百
回
目
的

n
Zロ
〉
出
向

g
Z
5
8）

は
自
由
を
必
要
と
す
る
。
自
由
を
も
た
ら
す
人
は
救
済
（
丘
四
開
ユ
O
由
民
話
）
を
も
た
ら
す
。

占

μ

、

こ
の
よ
う
な
人
は
社
会
的
進
歩
を
も
も
た
ら
す

「
社
会
化
」

を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
。

商
業
職
員
と
い
う
地
位

2
0円

ω片山
凶
ロ
門
戸

門－21

に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
理
性
の
新
時
代
が
く
る
ま
で
、
地
位
と
し
て
、
ま
た
個
人
の
総
体
と

し
て
経
済
的
政
治
的
に
力
づ
よ
く
身
を
さ
さ
え
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
肉
体
労
働
と
頭
脳
労
働
（
出
回
口
仏
z
gロ
品
開
。
切
片
山
岳
色
。
と
の
あ
い
だ

の
距
離
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
頭
脳
労
働
に
害
を
お
よ
ぽ
す
に
い
た
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
た
ち
の
地
位
の
利
益
の
た
め

に
、
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
一
切
の
進
歩
に
参
与
す
る
よ
う
に
闘
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
商
業
職
員
は
、
自
分
の
仕
事
（
〉
号
色
。
、
商
人
の
仕
事
（
内
田
口
同
自
由
ロ
ロ
白
山
号
色
付
）
が
ふ
た
た
び
高
い
名
誉
を
受
け
る
日
に
備
え
る
こ
と

（
出
）

が
で
き
る
の
だ
。
そ
の
と
き
商
業
職
員
は
自
分
の
全
力
を
全
民
族

2
8
m
m
E
B
〈
O
拝
）
に
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ラ
シ
パ

y

ハ
は
こ
の
よ
う
に
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
要
求
す
る
社
会
主
義
が
実
現
さ
れ
る
場
合
、
私
的
利
潤

が
否
定
さ
れ
る
か
ら
、
商
人
の
冒
険
心
も
燃
え
あ
が
ら
ず
、
ま
た
商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
プ
ル

l
・
カ
ラ

l
に
抑
圧
さ
れ
る
と
強
調
さ
れ

て
い
る
。
す
べ
て
は
商
業
職
員
の
直
接
的
利
益
と
い
う
狭
い
視
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
い
て
、

収
奪
の
廃
止
と
い
う
大
き
な
視
点
は
当
初
か
ら
棄
て
ら
れ
て
い
る
。

エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
の
基
本
的
要
求
た
る
階
級
的

ラ
シ
パ
ヅ
ハ
は
こ
の
パ
シ
フ
レ
ッ
ト
で
D
H
V
の
基
本
的
主
張
の
ひ
と
つ
で
あ
る
民
族
主
義
に
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
が
、

D
H
V
年
報
に
ハ
ジ
ス
・
ベ
ヒ
リ
が
書
い
た
「
政
治
と
文
化
」
主
題
す
る
小
論
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
D
H
V
の
民
族
主
義
に
か
ん
す
る
理

（
協
）

論
を
見
る
の
に
好
適
で
あ
る
。
な
お
ベ
ヒ
リ
は
当
時
D
H
V
の
組
合
長
（
〈

2
Eロ
骨

4
0
2
Z
Zる
で
あ
っ
た
。
ベ
ヒ
リ
に
よ
る
と
｜
｜
文

明
（
N
守
口
宮
山
仲
間

0
5
と
文
化
（
同
己

E
円
）
は
決
し
て
同
じ
も
の
で
な
く
、
た
が
い
に
対
立
す
る
。
文
明
は
富
や
技
術
の
物
質
的
な
外
的
な
発

展
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
文
化
は
外
面
的
な
生
活
形
式
と
内
面
的
な
倫
理
的
実
行
力
と
が
調
和
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。
文
明
に
お

い
て
は
知
識
と
し
て
の
倫
理
的
認
識
は
発
達
す
る
が
、
倫
理
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
誠
実
性
（
君
島
与
え
片
山
何
回

8
5
は
か
え
っ
て
萎
縮
し
退

一
九
二
一
年
の



化
し
が
ち
で
あ
る
。
近
代
文
明
は
物
質
的
知
識
、
技
術
的
能
力
を
高
度
に
発
達
さ
せ
た
が
、
個
人
生
活
お
よ
び
職
業
生
活
に
お
い
て
倫
理
的
認

識
を
実
践
に
移
そ
う
と
す
る
意
志
を
萎
縮
さ
せ
た
。
そ
こ
で
は
全
生
活
が
誠
実
性
を
う
し
な
い
、
倫
理
的
義
務
は
単
な
る
知
識
に
終
っ
て
利
己

的
享
楽
と
妥
協
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
大
き
な
生
活
虚
偽
争
各
自
ω
E
m
o）
が
発
生
し
、
民
族
の
全
階
級
官
酔

B
邑
n
E
〈
O
H
E
5
2
8
5

が
こ
の
虚
偽
に
お
か
さ
れ
る
。
こ
の
生
活
虚
偽
は
現
在
も
ま
た
、
か
つ
て
以
上
に
ド
イ
ツ
民
族
全
体
を
支
配
し
て
い
る
。
戦
争
の
不
幸
な
結
末

に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
高
度
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
物
質
的
手
段
は
う
し
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
民
族
の
全
階
級
は
質
素
な
生

活
形
式
に
後
帰
す
る
こ
と
に
強
く
抵
抗
し
て
い
る
。
誰
れ
も
が
自
分
た
ち
こ
そ
他
の
貧
欲
な
連
中
と
ち
が
っ
て
犠
牲
を
払
う
用
意
が
・
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。
た
い
て
い
の
人
が
理
想
主
義
（

E
g一ロ印
B
戸
与
を
説
く
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
も
重
大
な
犠
牲
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
よ
う
な
提
案
は
し
な
い
。
い
ま
ド
イ
ツ
民
族
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
自
身
を
制
御
（

2
E
O
Bロ
）
す
る
こ
と
だ
。
極
度
に
自
由

主
義
的
な
憲
法
と
極
度
に
広
範
な
権
利
と
だ
け
で
は
、
民
族
の
な
か
の
多
数
の
人
び
と

意
志
が
利
己
心
の
障
害
を
克
服
し
な
い
か
ぎ
り
、
な
ん
の
役
に
も
た
た
な
い
。
犠
牲
を
払
う
ノ
・

ド
イ
ツ
に
は
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
理
想
主
義
的
（
広

gH広
t
R
F）
運
動
が
あ
る
。 （
品
目
。
冨
σ何回
HHMσ
広
島

g
〈。
H
w
g）
の
も
つ
倫
理
的

言
葉
だ
ノ
・

こ
れ
は
多
く
の
ひ
と
に
と
っ
て
は
良
か
ら
ぬ

し
か
し
、
い
つ
で
も
言
葉
だ
け
だ
。
ド
イ
ツ
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

（
含
白
色

2
g
n
V四
回
口
円
向
日

E
E）
は
革
命
の
た
め
に
指
導
的
地
位
を
う
し
な
っ
た
が
、

そ
の
思
想
傾
向
は
徹
頭
徹
尾
、

理
想
主
義
的
で
あ
っ
た
。
す
く
な
く
と
も
倫
理
的
認
識
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
実
践
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
聖
書
の
な
か
で
救
世
主
が
富
め

る
男
に
、
持
ち
も
の
を
す
べ
て
売
っ
て
貧
し
い
人
び
と
に
与
え
よ
、
と
い
っ
た
話
は
教
え
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
多
い
。
い
わ
れ
た
男
は
悲
し

「
か
れ
は
た
い
へ
ん
カ
、
不
も
ち
だ
っ
た
か
ら
」
と
書
い
て
あ
る
。
す
べ
て
所
有
は
人
聞
を
不
自
由
に
す
る
。
多
少
と
も
物
質
的
な

く
な
っ
た
。

財
に
め
ぐ
ま
れ
る
と
、
そ
の
人
の
心
は
所
有
に
と
ら
わ
れ
、
そ
の
財
を
維
持
し
増
殖
す
る
こ
と
が
主
要
関
心
事
と
な
り
、
つ
い
に
は
自
分
の
一

切
の
動
き
が
こ
の
関
心
事
に
従
属
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
も
は
や
純
物
質
的
な
生
活
と
職
業
行
動
と
に
い
た
る
道
は
遠
く
な
い
。
ド
イ
ツ
の
プ

ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
も
依
然
と
し
て
旧
権
威
国
家
へ
の
復
帰
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
知
識
と
し
て
の
倫
理
的
認
識
は
あ
っ
て
も
実
践
へ
の
意

志
が
欠
け
て
い
る
。
も
し
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
が
理
想
主
義
的
認
識
か
ら
文
化
的
自
己
抑
制
へ
、
理
念
的
な
犠
牲
の
覚
悟
へ
到
達
し
な
い
な
ら
、

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（小林）

八
七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

八
八

新
し
い
生
活
形
式
を
か
ち
え
る
た
め
に
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
階
層
が
た
た
か
っ
て
も
、

官
江
口
自
己
S
H
gロ門戸
R
E
S
H目的片山
ω各
自
問
昇
。
g

g目的

徒
労
に
終
る
で
あ
ろ
う
υ

（同
O
B
B仲
合
的
問
符
・

N
ロ円

｝内ロ戸時一口円。ロ
mロ

ωozu臼汁
N
C
n
F
H
gロ門回目円四回刊日目白ロ
。
匂
片
品
刊
一
円

σ巾目

吋

σF4zwnvm］
p
・
認
可
色
合
回
目
ロ
唱
ロ

g
門目。吋叩円〈
o－w
g
n
F円
n
F
H
g
E
U
5
5
F各
自
民

2
5
8
同

E
n
F己
g
z
m
g
g・
）
プ
ル
ジ

σ
0
4
司己印印件。

〈巾
H口
mwFロロロ関門田ゆ吋

044Fmmロ
社
会
民
主
党
は
あ
ら
ゆ
る
人
類
文
化
の
永
遠
の
基
礎
た
る
民
族
性
を
意
識
的
に
否
定

D
E
D門出回
mmロ
mwzoHE四ロ臼
nFロ
nvmHH
同
巳
E
F
円H
g
〈
o－w∞
Z
B印
）
す
る
た
め
の
新
ら
（門出巾

ョ
ア
ジ
ー
が
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、

し
い
力
を
た
え
ず
そ
こ
か
ら
、
汲
み
と
っ
て
い
る
。

社
会
民
主
党
は
プ
ル
ジ
．
ョ
ア
ジ
！
が
政
治
的
闘
争
手
段
と
し
て
い
る
民
族
的
思
想

2
2

〈
OHWZnFゅの包巴一
mw口
町
巾
）
を
否
定
し
て
い
る
。

社
会
民
主
党
の
内
部
で
も
、
民
族
性
が
人
類
文
化
に
と
っ
て
唯
一
の
支
持
し
う
る
下
部
構
造

（
句
ロ
宮
与
一
山
戸
乙
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
も
特
に
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
誠
実
性

へ
の
勇
気
が
欠
け
て
い
る
し
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
憎
む
あ
ま
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
考
え
方
こ
そ
わ
が
民
族
の
内
的
崩
壊

を
避
け
る
唯
一
の
可
能
な
道
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
敢
え
て
提
言
し
な
い
ι

か
れ
ら
は
自
分
た
ち
の
極
度
に
あ
い
ま
い
な
純
物
質

的
な
文
化
目
的
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
ほ
ん
と
う
は
決
し
て
文
化
目
的
の
名
に
値
せ
ず
、
文
化
な
き
文
明
に
す
ぎ
な
い
。

被
雇
用
者
運
動
に
は
民
族
的
（
ロ
mwHFOロ
回
目
）
運
動
と
そ
う
で
な
い
運
動
と
が
あ
る
。
民
族
的
で
な
い
被
雇
用
者
組
合
（
佳
四
〉
号
巳
E
O
F
E
R－

〈叩吋ぴ仙百円四
O
）
は
、
文
化
の
貧
困
な
、
文
明
化
さ
れ
た
現
代
の
最
悪
の
産
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
組
合
に
は
、
文
化
的
使
命
の
認
識
も
な
け
れ
ば

倫
理
的
目
標
へ
の
意
志
も
な
い
。
そ
こ
で
は
そ
の
日
そ
の
日
の
文
明
的
な
胃
袋
的
利
益
の
み
に
と
ら
わ
れ
て
文
化
的
な
精
神
的
使
命
の
自
覚
が

こ
れ
に
反
し
て
民
族
的
な
被
雇
用
者
運
動
は
、
一
切
の
不
確
か
な
妥
協
と
対
立
解
消
と
が
わ
が
民
族
（
戸
口
忠
吋
〈
O
宗
）
を

ま
す
ま
す
大
き
な
不
誠
実
（
口
口
当
mwF円何回弘氏
m
w
a
c
に
お
ち
い
ら
せ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
わ
が
民
族
の
な
か
に
存
在
す
る
文
化
破
壊
的
勢

力
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
運
動
は
精
神
的
に
は
今
よ
う
や
く
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
運
動
を
担
う
民
族
的
階
級
（

F
Z

存
在
し
な
い
。

利
益
組
織
で
は
な
く
、 の
倫
理
的
使
命
の
認
識
を
深
め
よ
う
と
闘
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

階
級
文
化
運
動
と
も
い
う
べ
き
も
の
（
巾
E
o
同
E
g
g－内己
E
5何
者
品
ロ
ロ
m）
で
あ
る
。

民
族
的
な
被
雇
用
者
運
動
は
純
然
た
る
被
雇
用
者

〈。－
z
w
z
g
o）

そ
れ
は
諸
階
級
の
上
昇



（
仏
日
開
z
a
g
m
w丘
己
目
指
）
の
た
め
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
族
の
倫
理
的
改
新
を
め
ざ
す
仕
事
に
奉
仕
す
る
も
の
だ
。
こ
の
諸

階
級
上
昇
と
民
族
の
倫
理
的
改
新
と
は
、
決
し
て
両
立
し
な
い
も
の
で
は
な
い
。
両
者
は
た
が
い
に
結
合
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
二
方
だ
け
で
は
存
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
階
級
運
動
で
倫
理
的
理
念
か
ら
発
し
て
い
な
い
も
の
、
し
た
が
っ
て
民
族
全
体
の
な
か
で
の

努
力
に
た
い
し
て
民
族
全
体
の
た
め
の
倫
理
的
目
擦
を
設
定
し
え
な
い
も
の

（H
W

円ロ伺

同

z
z
g
σ
2
3
m
gロ
m－
円
四
円
。
巳
n
z
o
Fロ
伺
吋
印
片
付
己
ヤ

ロ
『

g
E
2
8
H印
有
百
宮
戸
口
門
H
E
F
m
H
5
2
5
ω
可
与
巾
ロ
円
同
国
〈
o－z
m
g
N
g
m
E
n
F
w
aロ
包
江
戸
H
n
F
g
N広
三
巴
吋
仏
国
印
〈
O界的
m
町田口
Nm

由。同
N
しゅロ片山口
P
：
・
）
は
、

味
気
な
い
物
質
主
義
に
お
ち
い
っ
て
決
し
て
文
化
建
設
的
作
用
を
お
よ
ぽ
し
え
な
い
。

他
方
に
お
い
て
職
業
的
基

礎
（
σ
q
E邑
n
y刊
の
円
ロ
ロ
門
同
区
間
巾
）
の
な
い
純
然
た
る
文
化
運
動
は
、
決
し
て
真
の
民
族
運
動
（
〈
O
宗臼

σ巾
J
5
m
c口
問
）
に
な
り
え
な
い
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
運
動
は
職
業
志
向
と
職
業
実
施
と
に
直
接
的
影
響
を
お
よ
ぼ
し
え
な
い
か
ら
、
思
想
の
実
現
へ
の
影
響
と
い
う
大
切
な
こ
と
が

欠
け
る
。

ゆ
え
に
職
業
組
織
（
切
2
E印
O
H
m
m
E
g汁山
Oロ
）
だ
け
が
民
族
運
動
と
な
り
う
る
。
そ
も
そ
も
国
家
的
な
民
族
生
活

2
2
E
S
E
n
z

〈
O
戸｝内白目。
σ
g）
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
解
釈
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
思
考
守
口

2
3－主的
n
z

u
g
w
g）
i
ー
た
だ
し
、

政
党
政
治
的
守
男
z
q
o
H
E
R
V）
思
考
を
除
く
ー
ー
は
職
業
思
考
お
よ
び
階
級
思
考
（
切
巾

E
F
ロ
ロ
品
開
－

s・

由。ロ門同

g
w
oロ
）
で
あ
る
。
こ
の
職
業
・
階
級
思
考
か
ら
こ
そ
、
普
遍
的
な
人
生
観
と
世
界
観
と
が
発
展
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
人
生
観
・

戸問。
σ巾
N
Eロ
伯
仲
間

8
8
j
〈
o
F
E
E出
）
が
起
動
力
と
な
る
と
き
、
こ
の
人
生
観
・

（仰）

世
界
観
が
諸
階
級
の
利
己
心
（
佳
何
烈
Z
2
3
2
5
2臼
E
M
E）
の
も
た
ら
す
も
ろ
も
ろ
の
障
害
を
克
服
し
う
る
の
で
あ
る
。

（円四戸内

世
界
観
の
な
か
で
自
分
た
ち
の
民
族
性
へ
の
愛

ベ
ヒ
リ
の
こ
う
し
た
論
議
に
お
い
て
も
階
級
的
収
奪
と
い
う
問
題
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ド
イ
ツ
の
プ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
l
の
思
想
傾
向
は
理
想
主
義
的
で
あ
り
、
民
族
的
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
族
の
内
的
崩
壊
を
避
け
る
唯
一
の
道
は
こ
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の

考
え
方
に
あ
る
、

と
ベ
ヒ
リ
は
い
う
。

た
だ
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
倫
理
的
な
正
し
い
認
識
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
実
践
す
る
意
志
を
も

台

－

h

ム、。

争
t
テ，、し
V

そ
こ
で
民
族
的
な
被
一
雇
用
者
運
動
、
す
な
わ
ち
D
H
V
を
中
心
と
す
る
運
動
こ
そ
、

民
族
的
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
ド
イ
ツ
を
救
う
運

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

八)1, 



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

ハ
小
林
）

九
0 

動
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。

こ
の
場
合
、

ベ
ヒ
リ
の
用
語
法
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、

階
級

（同
Z
器
開
）
の
前
に
民
族
（
ぐ
O
H
W
）
を
つ
け
て

〈
O
H
W白
E
自
由
。
（
複
数
〈
O
H
W
ω
E
M
W
ω
白

B
ー
〉
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
階
級
と
い
っ
て
も
閉
じ
民
族
の
構
成
体
に
ほ
か
な
ら

ぬ
と
い
う
主
張
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
階
級
よ
り
も
民
族
の
ほ
う
が
一
段
と
高
い
次
元
に
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
だ
。

。

ワ
イ
マ
ル
期
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
を
社
会
主
義
的
労
働
組
合
、
キ
り
ス
ト
教
的
民
族
的
労
働
組
合
、
自
由
主
義
的
民
族
的
労
働
組
合
に
三
大
別

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
の
民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
に
つ
い
て
理
論
武
装
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
第
一
の
社
会
主
義
的
傾
向
の
組
合

は
社
会
民
主
党
系
な
の
で
理
論
も
比
較
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
本
稿
で
は
第
二
の
キ
リ
ス
ト
教
的
民
族
的
傾
向
の
組
合
、
特
に
D
H
V

に
つ
い
て
そ
の
理
論
構
成
を
か
え
り
み
た
。
第
三
の
自
由
主
義
的
民
族
的
傾
向
の
民
間
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
組
合
の
上
部
組
織
は
G
D
A

職

員
労
働
組
合
連
合
）

で
あ
る
が
、
こ
の
G
D
A
が
一
九
二
二
年
ワ
イ
マ
ル
で
開
催
し
た
「
第
一
回
ド
イ
ツ
職
員
大
会
」
の
記
録
を
見
る
と
、
そ

の
理
論
が
よ
く
わ
か
る
。

G
D
A
の
下
部
組
織
に
つ
い
て
は
本
稿
同
の
六
で
一
九
二
九
年
一
月
刊
の
「
公
生
活
綱
要
」
に
よ
っ
て
民
間
職
員
組
合
の
傾
向
別
の
状
況
を

（協）

見
た
と
き
に
触
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
商
業
職
員
組
合
の
下
部
組
織
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
補
足
し
て
お
く
。

G
D
A
が
一
九
三

O
年
に
出
版
し
た
「
職
員
運
動
の
諾
時
代
（
一
七
七
四
｜
｜
一
九
三

O
年
）
」
に
よ
る
と
、
一
九
一
九
年
一

O
月
一
日
に
G
D
A
は
統
一
的
指

（
別
）

導
部
の
も
と
に
発
展
を
開
始
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
東
ド
イ
ツ
で
一
九
七

O
年
に
出
版
し
た
「
ド
イ
ツ
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
政
党
」
に
よ

れ
ば
、
創
立
委
員
会
が
G
D
A
の
結
成
を
公
表
し
た
の
は
一
九
一
九
年
七
月
二
二
日
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
際
の
創
立
大
会
は
一
九

（
叩
）

二
O
年
一
一
月
二

O
日
と
一
二
日
に
マ
グ
デ
プ
ル
グ
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
下
部
組
織
は
創
立
当
初
つ
ぎ
の
四
組
合
で
あ
っ
た
。



コ
八
五
八
年
の
商
業
職
員
組
合
」
岡
宮
崎

B
吉
岡
山
ωnvoHJFHRロ
g
ロ
届
留
（
本
部
ハ
シ
プ
ル
グ
）

「
ド
イ
ツ
商
店
員
組
合
」
〈
Rσ
同
宮
内
田
庶
民
g
n
v
R
国

mS岳
民
HMm臼
m
o
E
H
Fロ
（
本
部
ヲ
イ
プ
チ
y
ヒ）

「
ド
イ
ツ
商
人
組
合
」
〈
向
。
円
ロ
品
。
吋
向
田
2
g
n
v
g
同
州
富
山

0
5
0
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）

「
ド
イ
ツ
職
員
組
合
」

u
g
g
n
v
R
〉
回
m
g
gロ件。ロ
σロ
ロ
仏
（
本
部
マ
グ
デ
プ
ル
グ
）

（飢）

し
か
し
、
創
立
後
ほ
ど
な
く
、
つ
ぎ
の
四
組
合
が
G
D
A
に
加
盟
し
た
。

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」

u
g
g
n
v
o吋
冨

OFEO吋
〈
ゆ
吋
冨
ロ
向
田
（
本
部
ミ
ュ
ン
ヘ
シ
・
グ
ラ

l
ト
パ
y

ハ
冨

E
n
v
g・
虫
色
g
n
g

「ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
ス
ハ

1
フ
ェ
シ
商
業
職
員
組
合
」
同

E
同
旨
宮
口
広
島
常
〈
向
。
山
口

F
ロ
弘
司
広
島
民
自

「
ド
イ
ツ
生
活
保
護
制
度
出
納
係
組
合
」
〈

R
Eロ
仏
骨
白
岡
山
g
g宮
B
o
g
H
ω
H
B
〈
2
8品
ロ
ロ
m回当
2
8
u
g
g
n
v
g
E臼
（
本
部

ベ
ル

p
y）

「
ド
イ
ツ
国
・
邦
庁
舎
職
員
組
合
」
〈

2
gロ門戸

a
R
〉
H
M
m
g
Z
5
2
σ
色
合
口

F
w
g
a
g
仏
g
F
w
w
z
gロ円四島
O
H
F宮
内
同
時

G
D
A
の
記
録
「
第
一
回
ド
イ
ツ
職
員
大
会
」
に
よ
る
と
、
連
合
会
長
（
国
民
丘
0
2
0同白
g
v
o同
〉
グ
ス
グ
フ
・
シ
ュ
ナ
イ
グ
l
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
｜
｜
G
D
A
の
先
駆
者
た
ち
は
、
日
曜
も
休
め
ず
、
一
日
の
労
働
時
間
も
長
い
商
業
職
員
の
た
め
に
、
日
曜
休
業
、
八
時
閉
店
、

最
低
休
息
時
間
な
ど
を
要
求
し
て
何
十
年
も
た
た
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
利
己
主
義
（
何
百
四
B
E
N）
、
無
識
見
（
何
日
g
k
v
Z
H
O臼釘
F
8
5、

非
社
会
的
志
向
（
5
8
N
Eゅ
の

E
S－
m）
と
の
闘
争
で
あ
っ
た
。

G
D
A
加
盟
組
合
の
機
関
誌
、
大
会
報
告
な
ど
を
見
れ
ば
、
こ
の
闘
争

の
実
情
が
よ
く
わ
か
る
は
ず
だ
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
受
難
の
歴
史
で
あ
る
。
社
会
政
策
的
進
歩
を
か
ち
と
ろ
う
と
し
て
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
企
業
お
よ
び
当
局
が
わ
の
抵
抗
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
職
員
法
（
〉
恒
m
g
Z
5
8
2
n
V
H）
の
発
展
に
も
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
経
済
事
情
が
全
く
変
わ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
ず
、
依
然
と
し
て
古
い
も
の
に
し
が

ス
イ
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
す
く
な
く
と
も
新
情
勢
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
の
に
、
ド
イ
ツ
で
は
企

業
が
わ
の
圧
力
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
改
善
が
阻
止
さ
れ
た
。
商
法
六
三
条
に
よ
る
疾
病
時
の
給
与
支
払
に
あ
た
っ
て
も
、
矛
盾
だ
ら
け
の
判
決

み
つ
い
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

九



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
〉

（小林）

九

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
組
合
か
ら
の
提
案
は
か
え
り
み
ら
れ
ず
、
政
府
の
お
こ
な
う
提
案
は
退
歩
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ

の
ほ
か
商
業
職
員
が
独
立
し
て
勤
務
先
の
商
業
の
競
争
者
と
な
る
こ
と
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
競
争
禁
止
約
款
（
問
。
ロ
w
E・円
g
N
E
E臼冊目）の

問
題
、
商
事
雇
用
裁
判
所
（
問
自
同

5
2ロ
ω
唄丘
n
E）
の
問
題
、
経
営
に
た
い
す
る
労
働
組
合
の
共
同
決
定
権
（
冨
片
付

σ
2巳
B
B
E括的
Z
n
F
H）

の
問
題
、
社
会
保
険
、
徒
弟
教
育
、
婦
人
労
働
な
ど
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
な
か
で
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
な
っ
た
の

「
一
八
五
八
年
の
商
業
職
員
組
合
」

は
、
経
済
と
政
治
、
経
済
と
国
家
と
の
結
び
つ
き
の
深
さ
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で

と

「
ド
イ
ツ
商
店
員
組

合

」

と

は

い

ず

れ

も

こ

の

結

び

つ

き

か

ら

教

訓

を

学

び

と

り

、

一

方

は

政

党

政

策

と

地

位

政

策

（

ω
gロ仏
2
・

3
H
－tw
i
l
l商
業
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！
と
い
う
地
位
が
と
る
べ
き
政
策
）
を
と
り
あ
げ
、
他
方
は
国
家
公
民
と
し
て
の
教
育
（
島
市

ωEmwZ－

E
品目ユ
K
Z
何
日
目
。
ゲ
ロ
ロ
肉
）
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
職
業
別
組
合
（
切
巾

E
P
S与
吉
弘
ゆ
）
が
自
分
の
な
か

一
九
一
一
年
の
組
合
大
会
で
、

に
眠
っ
て
い
る
力
を
自
由
に
発
展
さ
せ
る
の
を
妨
げ
て
い
た
い
ろ
い
ろ
の
束
縛
が
破
砕
さ
れ
た
。
当
時
ケ
ル
ン
に
お
け
る
組
合
大
会
で
私
は

「
わ
れ
わ
れ
は
職
業
別
組
合
と
し
て
ま
さ
し
く
国
家
の
公
民
ら
し
く
な
E
E与一岱詔・
2
ロ
nv）
活
動
せ
ざ
る
を
え
な
い
c

と
い
う
の
は
、

わ
れ
わ
れ
は
国
家
公
民
と
し
て
の
経
験
（
己
E
Z
σ
巳話－

q
－x
Z
阿
見
山
宵
口
出
向
。
ロ
）
の
総
体
か
ら
出
発
し
て
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
利

益
を
立
派
に
適
切
に
主
張
し
う
る
か
ら
で
あ
る
」

と
論
じ
た
w

当
時
は
ま
だ
こ
う
し
た
見
解
は
、
と
や
か
く
い
わ
れ
た
が
、
今
日
で
は
職
員
の
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族

（
〈
。
拝
）
は
ひ
と
つ
の
運
命
共
同
体
（
σ
E
m
ω
n
z
n
w白色白
m
m
g色ロ
R
F民
同
）
で
あ
り
、
い
か
な
る
個
人
、
階
層
（
何
百
巾

ω
n
E
S
C
、
階
級

（何回口
O

H
内

z
g
o）
も
こ
の
共
同
体
を
侵
犯
す
る

（白日
n
V
〈
O
吋
巴
ロ
門
出
向
何
回
ー
）
こ
と
は
で
き
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
ひ
と
つ
の
全
体
を
な
し
て
い

る
。
私
は
ケ
ル
ン
で
「
全
体
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
者
だ
け
が
全
体
の
な
か
で
自
由
に
活
動
し
う
る
」
（
Z
Z吋
当
日
∞
W
F
巴
5

E
E
H
E伊
丹
門
目
。
自
の
印
ロ
N
o
p

－Sロ
ロ
昨
巾
同
日
自
の
同
ロ
N
O
口
当
日
片
付

g・）
と
語
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
今
で
も
あ
て
は
ま
る
。

九
一
八
年
一
一
月
の
革
命
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
組
合
が
要
求
し
闘
争
し
て
き
た
こ
と
は
す
べ
て
貫
徹
さ
れ
た
か
。
貫
徹
さ
れ
た
と
信
じ
る
の

し
か
し
、

は
全
く
ま
ち
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
曜
休
業
と
か
労
働
時
間
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
う
だ
。
ワ
イ
マ
ル
憲
法
一
三
九
条
に
は
「
日
曜
お



よ
び
国
家
的
に
承
認
さ
れ
た
祝
祭
日
は
、
休
業
お
よ
び
精
神
的
向
上
の
日
と
し
て
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
現

在
で
も
完
全
に
は
守
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
闘
争
し
て
い
る
。
労
働
時
間
の
問
題
で
は
、
八
時
間
労
働
制
の
導
入
に
よ
っ
て
確
か

に
進
歩
が
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
真
実
は
、
た
と
え
い
や
な
こ
と
で
も
、
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
あ
な
た
が
た
は
皆
、
困
窮
し
て
い
る
。
労

働
の
収
益
に
た
い
す
る
あ
な
た
が
た
の
分
け
前
は
あ
ま
り
に
も
す
く
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

い
か
な
る
国
民
経
済
も
生
産
す
る
以
上
の
も
の
を
分

配
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
言
す
る
勇
気
を
わ
れ
わ
れ
は
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
っ
と
得
た
い
と
思
え
ば
、
も
っ
と
多
く
の

こ
と
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
つ
で
も
他
人
か
ら
要
求
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
ま
ず
自
分
が
良
い
手
本
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
在
、
石
炭

が
わ
れ
わ
れ
の
経
済
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
誰
れ
で
も
知
っ
て
い
る
。
幾
千
万
人
の
運
命
は
石
炭
産
出
量
に
か
か
っ
て
い
る
。
炭

坑
の
職
員
も
労
働
者
（
岳
巾
〉
ロ
m
g
Zロ
Z
ロ戸ロ門日
k
F吋

σ
a
g円
）
も
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
か
れ
ら
は
時
間
外
労
働
を
し
て
い

る
の
だ
。
こ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
皆
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
六
千
万
人
の
民
族
の
生
死
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ほ
か
の
考
慮
は
す
べ
て
あ

と
ま
わ
し
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
祖
国
と
国
家
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
告
白
宮
口
∞

R
岡
島
g
E
E白
N
ロ
自
〈
旦

R
Eロ
仏
何
ロ
ロ
応
N
E
B

ω片
山
同
印
公
刊
）

は
口
先
だ
け
の
信
仰
告
白
で
な
く
、
生
み
出
す
行
為
（
印
n
y
m同
σロ
円
四
ゆ
寸
mE）
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
で
は
な
い
か
。
公
共
の
福
利

が
要
求
し
、
ほ
か
に
い
か
な
る
救
済
の
道
も
あ
り
え
な
い
場
合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
、
時
間
外
労
働
を
す
る
覚
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

。
総
じ
て
わ
れ
わ
れ
は
政
党
聞
の
争
い
に
介
入
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
政
党
の
政
策
問
題
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
中
立
の
立
場
を

堅
持
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
組
合
員
各
人
は
政
治
的
に
は
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
自
分
が
み
ず
か
ら
の
意
見
に
し
た
が
っ
て
加
盟
し
た

政
党
の
内
部
で
は
、

G
D
A
の
精
神
的
な
ら
び
に
経
済
的
要
求
の
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
う
で
な
い
態
度
を
と
れ
ば
、
そ

れ
は
G
D
A
の
打
撃
力
を
弱
め
、
究
極
に
お
い
て
は
そ
の
打
撃
力
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
組
合
員
各
自
の
政
治
的
確
信

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
経
済
理
論
の
う
ち
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
を
わ
れ
わ
れ
自

身
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
行
動
の
自
由
が
い
ず
れ
の
が
わ
か
ら
も
制
限
さ
れ
る
の
許
さ
な
い
。
階
級
闘

を
尊
重
す
る
と
ひ
と
し
く
、
宗
教
的
立
場
を
も
尊
重
す
る
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（小林）
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九
四

争
の
学
説
、
お
よ
び
資
本
と
労
働
の
対
立
は
「
和
解
の
で
き
な
い
」

（沼ロロ己）ゆ吋
σ
z
n
wげ
mwHna）
も
の
で
あ
る
と
す
る
学
説
も
、

わ
れ
わ
れ
は

拒
否
す
る
。
そ
れ
は
わ
が
民
族
（
〈
O
再
）
に
グ
サ
ピ
を
う
ち
こ
ん
で
分
裂
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
の
意
欲
の
統
一
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ

（
岳
ゅ
の
ogo山
口
宮
甘
え
同
色

gmmw・

れ
は
た
だ
一
つ
の
道
だ
け
が
現
在
の
悲
惨
さ
か
ら
脱
出
さ
せ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

E
B
Zロ
〈

O戸
日
目
白
）
、
こ
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
こ
の
共
同
体
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
共
同
体
に
よ
っ
て
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は

へ
と
生
長
す

全
民
族
の
共
同
体

義
務
を
自
覚
し
た
、
責
任
感
旺
盛
な
国
家
公
民
な
自
の
宮

σ
g
E
Z
Z
P
〈
σ
g己
4
5
2
gロ何回〈
OEw由
ω
E
E臼
E
品
2
E
B）

る
の
で
あ
る
。
か
る
が
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
政
治
は
、
聖
書
に
あ
る
七
つ
の
封
印
を
し
た
書
物
（
内
容
を
う
か
が
え
な
い
本
）

で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
単
な
る
日
曜
日
の
た
の
し
み
ご
と
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
厳
粛
な
義
務
た
る
べ
き
だ
。
政
治
は
、
た
が
い
に

争
っ
て
い
る
経
済
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る
し
っ
か
り
し
た
一
本
の
紐
帯
で
あ
る
。
政
治
は
国
家
を
維
持
す
る
も
の

2
8
ω
Z
E百
円

VmHHg色。）

で
あ
る
か
ら
、
政
治
は
わ
れ
わ
れ
を
義
務
づ
け
る
の
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
共
同
体
精
神
（
仏
向
。

o
g
aロ
回
与
え

Z
m色
旦
）
を
も
つ
よ
う
に
わ

れ
わ
れ
を
強
制
す
る
の
だ
。
も
し
各
人
が
ひ
た
す
ら
自
身
の
動
物
的
な
経
済
本
能
（
臼
巳
日

σ
E
E
H
B
当
町
Z
岳
民
Z
E巳
Z
W
Z）
の
み
に

よ
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
な
に
も
か
も
総
崩
れ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
る
が
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
政
治
的
自
由
（
岳
ゆ
匂
O
日比
Z
n
y
o
司

2
5冊目同）

を
労
働
組
合
闘
争
に
お
け
る
強
力
な
武
器
と
考
え
る
。
政
治
的
自
由
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
法
外
な
資
本
主
義

（仏四円回。げ巾円一

EMu
－gロ
ヤ

百
戸
与
を
抑
え
て
国
家
の
福
祉
（
合
的
自

g
g
d
g
E）
と
い
う
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
わ

れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
最
も
固
有
な
利
益
を
強
力
に
主
張
す
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
経
済
の
財
貨
、
お
よ
び
文
化
財
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ

の
分
け
前
の
た
め
に
た
た
か
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
な
に
び
と
も
わ
れ
わ
れ
の
行
為
を
慈
く
と
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は

経
済
と
文
化
と
政
治
が
民
族
性
の
三
大
生
命
源

れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
三
つ
の
大
き
な
生
命
源
を
統
一
し
て
単
一
の
大
き
な
流
れ
と
す
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
わ
が
民
族
の
共
同
体
生
活

2
2
の
σBOHロ印
nvえ
耳
目
。
σ
g）
は
栄
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
統
一
・
自
由
・
正
義
（
岳
印
刷
百
円

m
R
2
F
円四日冊目・

0
5巴同
EM色
合
的

（
仏
広
島
円
OFmHO臼印。ロ

Foσσ
ロ
ωρ
ロ
σロ
σロ円四叩一白〈．
0

－EZ
B
ω
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

同
州
内
角
川
町
付
）

の
精
神
で
民
族
の
物
的
心
的
な
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
す
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
古
来
の
ド
イ
ツ
的
不
和
（
門
回
目

σ
白日
H
A山
内
田
由
ロ
件
印
n
H
H
叩



N
d司
円
ゆ
片

g
n
Z）
を
な
く
す
こ
と
に
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
。

民
族
的
（
印
O
N
E
－－叶
R
E
E
K
Yロ
m
Z
H
O
ロ
巳
）
と
い
う
言
葉
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
、
真
正
な
る
民
族
性

2
8
2
F
Z
〈
O
円

E
Z
B）

G
D
A
で
わ
れ
わ
れ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
社
会
的
、
自
由
的
、

に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

て
そ
の
人
の
発
展
の
自
由
（
訟
。
こ
の
民
族
性
は
民
族
同
朋
（
〈
O
H
W
加問。ロ
o
g
o）
の
一
人
ひ
と
り
を
兄
弟
と
見
な
す
。
わ
れ
わ
れ
は
各
個
人
に
つ
い

匂
H

・0
5
0目
付
骨
円
切

5
4『円
n
w
Eロ
肉
）
が
あ
る
こ
と
を
望
む
。
人
間
の
高
貴
な
衝
動
（
品
目
。
包
叩
百
、
円
丘
四
σ。

円同m
げ吋冨
σロ印
n
F
O
ロ
）
は
自
由
の
な
か
で
の
み
生
長
し
う
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
自
分
が
わ
れ
わ

れ
の
組
国
（
ロ
ロ
臼
O
H

〈
E
2
Eロ
円
四
）
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
統
一
・
正
義
・
自
由
の
た
め
の
闘
争
に
お
い
て
わ

れ
わ
れ
に
勝
利
を
も
た
ら
す
生
気
と
活
力
は
、
た
だ
ド
イ
ツ
の
郷
土
（
仏
日
仏
2
g
n
v
o
Z
E
Z
H
σ
0円
四
四
ロ
）
か
ら
の
み
発
生
し
う
る
と
わ
れ
わ

れ
は
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
由
）

こ
こ
で
シ
ュ
ナ
イ
ダ
l
は
国
家
の
公
民
た
る
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
立
場
が
職
業
別
組
合
と
結
び
つ
け
て
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
民
族
が
運
命
共
同
体
と
し
て
最
高
度
に
重
視
さ
れ
る
。
い
か
な
る
個
人
も
階
層
も
階
級
も
、

民
族
と
い
う
運
命
共
同
体
を
侵
犯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
価
値
判
断
の
基
準
は
民
族
に
あ
る
。
そ
の
民
族
が
国
家
を
構
成
し
て
い

る
以
上
、
商
業
職
員
も
ま
ず
第
一
に
民
族
の
構
成
員
で
あ
り
、
国
家
の
公
民
と
い
う
立
場
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
業
は
こ
う
し
た

民
族
の
構
成
員
が
民
族
の
福
祉
の
た
め
の
分
業
組
織
と
し
て
存
在
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
国
家
公
民
と
い
う
立
場
が
職
業
別
組

合
と
結
び
つ
け
て
説
か
れ
る
の
だ
。
な
る
ほ
ど
シ
ュ
ナ
イ
グ
ー
は
商
業
職
員
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
が
労
働
の
収
益
に
た
い

す
る
職
員
の
分
け
前
、
取
り
ぷ
ん
の
あ
ま
り
に
も
す
く
な
い
こ
と
に
も
と
づ
く
こ
と
も
認
め
る
υ

し
か
し
、

シ
ュ
ナ
イ
グ
l
は
階
級
的
収
奪
の

問
題
に
全
く
触
れ
ず
、
「
も
っ
と
得
た
い
と
思
え
ば
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
論
理
に
飛
躍
す
る
。

と
働
け
と
い
う
の
だ
。
「
い
つ
で
も
他
人
か
ら
要
求
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
ま
ず
自
分
が
良
い
手
本
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
だ
か
ら
時
間

外
労
働
も
や
む
を
え
な
い
で
は
な
い
か
。
民
族
の
生
死
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
だ
。
ほ
か
の
考
慮
は
す
べ
て
後
ま
わ
し
で
あ
る
。
祖
国
と
国
家

へ
の
忠
誠
、
そ
れ
を
口
先
だ
け
で
な
く
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
示
そ
う
、
と
よ
び
か
け
る
。
階
級
闘
争
の
学
説
、
資
本
と
労
働
と
の
本
質
的
対

つ
ま
り
、
も
っ

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

九
五
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と
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運
動
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立
の
学
説
も
、
「
多
く
の
経
済
理
論
の
う
ち
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
を
わ
れ
わ
れ
自
身
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
」

と
い
っ
た
理
由
で
、

す

な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
の
行
動
の
自
由
が
い
ず
れ
の
が
わ
か
ら
も
制
限
さ
れ
る
の
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
理
論
で
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
。
も
し
そ
の

よ
う
な
学
説
を
受
け
い
れ
れ
ば
民
族
の
統
一
は
妨
げ
ら
れ
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
す
べ
て
は
民
族
の
一
致
団
結
に
よ
る
民

族
共
同
体
の
発
展
を
目
標
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
権
利
で
は
な
く
義
務
と
責
任
と
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

政
治
は
権
利
で
な
く
義
務
で
あ
る
。

政
治
は
民
族
の
団
結
、
国
家
の
統
一
を
至
上
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

F

－o述
、

JIC刀
、
ν

に
争
う
経
済
グ
ル
ー
プ
も
、
政
治
と
い
う
紐
帯
に
よ
っ
て
束
ね
ら
れ
る
。
こ
こ
で
雇
主
と
被
雇
用
者
、
資
本
家
と
賃
労
働
者
と
い
う
よ
う
な
階

級
的
視
点
は
完
全
に
消
失
し
て
、
「
た
が
い
に
争
っ
て
い
る
経
済
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

各
人
は
そ
の
よ
う
な
階
級
的
視

点
を
も
つ
べ
き
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
民
族
共
同
体
の
一
員
と
い
う
白
覚
を
も
っ
て
「
共
同
体
精
神
」
の
養
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

め
い
め
い
が
自
分
の
動
物
的
経
済
本
能
の
お
も
む
く
ま
ま
に
行
動
す
れ
ば
、
民
族
の
団
結
も
国
家
の
統
一
も
総
崩
れ
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
l
は
資
本
主
義
を
否
定
し
な
い
。
む
し
ろ
積
極
的
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
論
理
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
が

過
度
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
「
法
外
な
資
本
主
義
」
へ
の
ゆ
き
す
ぎ
は
、
「
政
治
的
自
由
」
に
よ
っ
て
「
国
家
の
福
祉
」

へ
押
し
も
ど
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
「
政
治
的
自
由
」
と
は
何
か
。
か
れ
は
「
統
一
・
自
由
・
正
義
」
と
い
う
標
語
を
か
か
げ
て
い

と
い
う
限
度

る
が
、
か
れ
の
い
う
自
由
と
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
か
。
「
人
間
の
高
貴
な
衝
動
は
自
由
の
な
か
で
の
み
生
長
し
う
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

シ
ュ
ナ
イ
ダ
l
は
「
全
体
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
者
だ
け
が
、
全
体
の
な
か
で
自
由
に
活
動
し
う
る
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
自
由

と
い
っ
て
も
民
族
の
成
員
と
し
て
の
義
務
と
責
任
と
が
強
調
さ
れ
る
な
か
で
の
自
由
に
す
ぎ
な
い
c

だ
か
ら
階
級
闘
争
理
論
を
拒
否
す
る
自
由

と
い
う
よ
う
に
、
自
由
が
消
極
的
に
便
宜
主
義
的
に
使
わ
れ
る
。
権
利
と
し
て
、
基
本
的
人
権
と
し
て
の
自
由
は
軽
視
さ
れ
る
。
要
す
る
に
民

族
同
朋
の
一
人
ひ
と
り
を
兄
弟
と
見
る
民
族
性
の
原
理
こ
そ
、
シ
ュ
ナ
イ
グ
l
の
く
り
か
え
し
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
為
る
c

経
済
も
文
化
も
政

治
も
、
民
族
共
同
体
の
繁
栄
の
た
め
に
統
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
民
族
の
物
的
お
よ
び
心
的
な
総
力
を
結
集
し
て
、
統
一
・
正
義
・
自
由
の
た

め
に
闘
争
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
こ
の
闘
争
で
勝
つ
た
め
の
生
気
と
活
力
は
ド
イ
ツ
の
郷
土
か
ら
し
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
、
と
い
う
の
で



あ
る
。こ
の
「
第
一
回
ド
イ
ツ
職
員
大
会
」
の
閉
会
の
辞
は
パ
ワ
ル
・
ヘ
ニ
ッ
ヒ
（

E己
図
。

B
仲
間
）
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
G
D

A
の
組
合
員
の
「
国
家
公
民
的
な
意
志
」
（
号
円
白

Z
E与
日
常
ユ
F
n
z
d〈
邑
巾
）
が
強
調
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
｜
｜
一
九
一
八
年

月
お
よ
び
そ
の
後
の
幾
月
も
の
あ
い
だ
、
民
衆
の
興
奮
の
波
が
山
の
よ
う
に
高
ま
っ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
を
つ
ら
ぬ
く
一
本
の
赤
い
糸

は
、
国
家
維
持
の
思
想

（
色
。
吋
印
同
国

m戸け臼刊一門町
MmwH4け刊ロ円山由

のゆ門日間口付。）

で
あ
っ
た
。

も
し
労
働
組
合
が
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
国
家
へ
の
忠
誠

（
ω
E
E
E
2
5）
に
よ
っ
て
、
大
衆
の
感
情
の
大
波
を
し
ず
め
る
こ
と
に
貢
献
し
な
か
っ
た
ら
、
事
態
は
ず
っ
と
悪
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
運
動
に
関
係
し
た
も
の
は
誰
れ
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
が
「
い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
自
分
た
ち
の
労
働
組
合
を
維
持
（
刊
号
丘
古
ロ
）

そ
れ
と
同
時
に
民
族
と
国
家
（
〈
O

F

Z
ロ
門
回
目
白
巳
）

る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
致
団
結
（
回
巳
m
W
2
3
を
望
む
υ

そ
の
た
め
の
前
提
条
件
が
、
G
D
A
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
統
一
思
想

を
維
持
す
る
か
」

と
い
う
想
念
に
よ
っ
て
日
々
み
ち
び
か
れ
た
か
を
知
っ
て
い

し

（開
U
M何
回
巾
伊
丹

ω
・

関巾仏国ロ｝内巾一）

で
あ
り
、
職
員
の
犠
牲
的
精
神

（O℃同

mwH］町一『ぬロ門出向】同巾日同一）

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
雇
一
主
た
ち
が
労
働
組
合
組
織
の
必
要
性
を
認

識
す
る
こ
と
も
前
提
条
件
の
一
つ
で
あ
る
ャ
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
雇
主
た
ち
の
権
力
意
識
に
対
抗
し
て
職
員
の
鋼
鉄
の
よ
う
な
権
力
意
識
を

も
ち
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
致
団
結
の
ほ
か
に
正
義

2
2
同

2
E）
を
も
望
む
ω

社
会
民
主

党
系
の
組
合
は
被
雇
用
者
全
体
に
同
じ
社
会
保
護
法
を
適
用
せ
よ
と
要
求
し
て
い
る
が
、

そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
職
業
思
想

2
2
国巾

E
p
a

は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

（門田町円切

0
2
r印件。－
N

門H
g
k
p口問

2
5
5
8）
を
護
持

間巾品目ロ｝内四）

労
働
者
と
ち
が
っ
た
職
員
の
職
業
的
誇
り

（当
m
V
Rロ
）
し
、
自
由
な
る
人
格
の
権
利

2
2
F
w
n
Z
門HmMH
同月日

gHMm山吋印
g
z
n
F
R
Z
C
を
尊
重
す
る
こ
と
こ
そ
、

（郎）

の
使
命
で
あ
ろ
う
心

つ
ね
に
わ
れ
わ
れ

パ
ク
ル
・
ヘ
エ
ッ
ヒ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ο

こ
こ
で
も
国
家
と
民
族
が
至
高
の
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

G
D
A
の
リ

i
ダ

ー
た
ち
が
上
部
組
織
に
お
い
て
も
下
部
組
織
に
お
い
て
も
一
一
月
事
命
の
激
動
の
な
か
で
主
眼
と
し
た
の
は
、
国
家
へ
の
忠
誠
で
あ
り
、
国
家

を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
家
が
ド
イ
ツ
民
族
の
団
結
を
中
心
と
し
て
考
え
ら
れ
た
国
家
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
）

九
七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

（
小
林
〉

九
八

は
資
本
主
義
の
国
家
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
の
国
家
は
か
れ
ら
の
断
じ
て
排
除
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

G
D
A
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
願
い
は
、

労
働
組
合
を
「
維
持
」
し
、
民
族
と
国
家
を
「
維
持
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
変
革
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
商
業
職
員
は
階
級
闘

争
理
論
な
ど
に
耳
を
か
さ
ず
、
ひ
た
す
ら
民
族
の
一
員
と
し
て
、
国
家
公
民
の
一
人
と
し
て
全
民
族
・
全
国
家
公
民
の
一
致
団
結
を
は
か
り
、

犠
牲
を
は
ら
う
こ
と
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。
一
履
主
に
要
求
す
る
の
は
、
単
に
労
働
組
合
の
存
在
を
承
認
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
賃
労

働
制
の
廃
止
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
全
く
存
在
し
な
い
。
ま
た
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
社
会
民
主
党
系
の
組
合
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
プ
ル

l
・
カ
ラ
！
と
同
じ
扱
い
を
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
、
あ
く
ま
で
プ
ル

l
・
カ
ラ
！
と
は
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
独
自
の
職
業
的
誇
り
を
護
持
す
る
こ
と
が
、
パ
ウ
ル
・
ヘ
ニ

y

ヒ
の
い
う
「
職
業
思
想
」
で
あ
る
。

註

（
山
）
史
淵
一

O
一
緒
六
四

l
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
山
）
史
淵
一

O
一
精
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
山
一
）
国
胆

B
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日
日
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VO同
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O円
F凹
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門
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丘
ロ
制
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O回
目
じ
ゅ
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由
巳
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口
『
担
問
仲
・
己
申
門
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三
日
ロ
『
ロ
由
民
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ロ
mwZ
回
目
ロ
色
口
口
問
白
血
刷
冊
目
回
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日
向
。
中
〈
2σ
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呂
田
臼
l
s
g
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Z
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田
口
宮
〈
叩
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回
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研
回
目
三
巴
件
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g
w
E
H仲
田
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ロ
向
－
u

呂
田
寸
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ω・
H
3
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（
国
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史
淵
一

O
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一
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一

l
七
二
ペ
ー
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出
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g
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古
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H
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E
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ロ
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日
E
吉
田
宮
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2
E与
え
仲
g
Z
U
2
2口
F
E
E－

何
回
件
当
日
白
区
ロ
ロ
間
口
ロ

ι
問
。
問
。
ロ
当
位
同
HF向。

ω広
ロ
田
氏
。
ロ

4
0
ロ

VOH出回目白
HHOH
↓
営
仲
間
W
O
R－
日
ON山由－
o円
ω件
。
ロ
ロ
ロ
四
回
ロ
品
〈
由
同
－
u
凹
田
島
田
君
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印
。
ロ
品
。
円

〉
ロ
向
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凹
Ho－－
g
ロ

5
品
。
円
問
。
君
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同
E
R
F
Oロ
当
町
g
n
F恒
常
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（
U
gロロ
W
2
h
w
国
E
B
E
C
F
図
。
己
古
－

H回
目

H）
ω・
z
J『・

（
山
）
ロ
2
u
o
z
g口
『
ロ
回
忌
。
ロ
同
－
o
国曲ロ円四日巨ロ向田向。聞岡山】向。口’〈
O同
σ伊
出
血
仲
居
』
同
E
S
H
U
N
U・
同
onHHAWロ日ロ『田町骨凹回福岡山口
Z
・
（
国
同
口
明
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三
昨
日
ロ
FO
〈
ωユ
問
問
中

自
己
曲
目
F
国同

g
v回同問

HUω
。）

ω・
ωミ
・
な
お
一
九
二
七
年
の
組
合
員
数
は
、
一
九
二
八
年
の
年
次
報
告
書
で
は
三
二
ハ
、
六
一
二
名
と
な
っ
て
い
る

ロ＠円

UOZH胆
口
『
ロ
田
氏
。
ロ
同
Z
国
但
ロ
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ロ
ロ
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切
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E
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出
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国同
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H
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四
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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
五
）

表
し
は
じ
め
た
と
き
に
比
べ
る
と
、
筆
者
の
手
も
と
に
も
史
料
が
ふ
え
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
第
一
次
大
戦
前
を
扱
っ
た
村
の
部
分
も
稿
を
補
完
し
た

い
。
今
後
な
お
研
究
を
継
続
し
て
他
誌
に
成
果
を
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
小
林
）

一O
O

（
一
九
七
二
・
三
・
三
一
）



,,Neuer Mittelstand" und die Arbeiterbewegung 
in Deutschland vor und nach dem 

I. W eltkrieg CV) 

Von Eizaburo KOBAYASHI 

Warum konnte DHV (der Deutschnationale Handlungsgehilfen­
Verband) die Stellung der grossten Organisation unter den kaufman­
nischen Angestelltengewerkschaften erhalten? Um auf diese wichtige 
Frage in diesem Aufsatz zu antworten, muss ich die theoretischen 
Behauptungen des DHV in der ersten Periode der Weiwarer Republik 
(Nov. 1918-Nov. 1923) untersuchen. Zu diesem Zweck analysierte ich 
die kleine Schrift Lambachs (Lambach, Walther: Sozialisierung und 
kaufmannische Angestellte. Eine Studie. Deutschnationale Verlagsan­
stalt. Hamburg 1919). Darin schrieb Lambach: ,,Das Erfurter Programm 
will also das Privateigentum abschaffen und durch ,gerechte' Entlohnung 
die Kapitalbildung im iiblichen Sinne verhindern: ,Gewinn', der iiber 
den ,gerechten' Arbeitslohn hinausgeht, soll unmoglich sein. Da fragt 
der Kaufmann, wo bleibt denn der Gegenwert fur mein Wagen, wo 
bleibt der Trager des Risikos, der doch bei keiner wirtschaftlichen 
Unternehmung zu entbehren ist? Wagen und Gewinnen gehort nun 
einmal zusammen, und wo kein Gewinn moglich ist, da stellt sich kein 
Wagemut ein; das weiss der Kaufmann." Also kann man sagen, class 
alles aus dem engen Gesichtspunkt der direkten Interessen der 
kaufmannischen Angestellten heraus betrachtet wird. Lambach hatte 
keine Absicht, das Lohnsystem griindlich zu untersuchen und damit 
die Klassenherrschaft durch die Kapitalisten aufzuheben. 

Ferner nahm ich die Behauptungen Bechlys (Bechly, Hans: Politik 
und Kultur. Jahrbuch fur Deutschnationale Handlungsgehilfen 1921. 
S. 35-48) auf. Hierin brauchte Verbandsvorsteher Bechly den bemer­
kenswerten Ausdruck: Volksklasse. So zum Beispiel: ,,Die nationale · 
Arbeitnehmerbewegung ist geistig erst im Entstehen, das heisst, sie 
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ist im Ringen um die vertiefte Erkenntnis der sittlichen Aufgaben 

ihrer Volksklasse, aus der allein erst der Wille geboren werden kann, 

in Lebensfuhrung und Berufsausubung dem Gebot der harten Pflicht 

gegen uns selbst und gegen unser Volk gerecht zu werden." (S. 39 f.) 

Dieser Ausdruck will besagen, dass die einzelne Klasse nur ein Glied 
des Volkes ist. Weiter betrachtete ich die Meinung Gustav Schneiders, 

des Bundesvorstehers vom Gewerkschaftsbund der Angestellten (G. D. 

A.). (Erster Deutscher Angestelltentag, Weimar 1922. Buchverlag des 

G. D. A. ) Auch darin fand ich die bemerkenswiirdigen Ausdrucke: 

staatsburgerlich, Staatsbiirgertum. Diese Worter sind in der bedeutungs­

vollen Weise gebraucht. 
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